
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は23項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名

1471901254

特定非営利活動法人　優游の朋

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日

評価機関名

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号

訪問調査日

事業所名

令和5年4月6日

株式会社　R-CORPORATION

令和5年3月23日

グループホーム　ひなたぼっこ

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。



自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和5年3月23日

事　業　所　名

（ 239-0843

名

名

名

8 名

1 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～ 10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

評 価 結 果
市町村受理日

）

確保できるように、またご利用者一人ひとりが心穏やかに生活を送れるよう、

　３年前の新型コロナウイルス感染に伴い、それまでに関係を密に行うこと

のできていた地域とのつながりを継続することが困難になり、また、ご家族

の皆さまとの関係構築もコロナ禍以前同様とはいかない中で、ご利用者様に

は大きなご負担をかけてしまう状況が今日もなお続いております。

令和5年3月13日

　その中で、スタッフ一同がコロナ禍にあってもご利用者様の安心と安全が

令和5年4月17日

令和４年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

令和5年4月6日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

1471901254
平成14年2月1日

特定非営利活動法人　優游の朋

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

この事業所は横須賀市と三浦市の2ヶ所でグループホームを持つ特定非営利活動法人優游の朋が運営し
ています。「ひなたぼっこ」は、以前は横須賀市長沢にありましたが、平成31年2月に京急「津久井浜
駅」から徒歩10分程の海岸に面した鉄骨造4階建てのビルに移転ました。ここ津久井浜に移転してから
も、以前からお世話になっていた長沢の地域の方々とのつながりは継続出来ており、また近所からの新
規利用者を受入れることも出来ています。津久井浜は東京湾内で、横須賀市の最南端、ウィンドサー
フィンでは有名な海岸で、風光明媚です。グループホームはビルの2階から4階部分、定員8名の1ユニッ
トで、2階部分はリビングと浴室、3階と4階が居室となっています。特徴は広いキッチンと広い浴室で
す。リビングは広く、明るく、前面に津久井浜の海を見渡せる最高の眺望となっています。浴室は循環
式の大きな浴槽で大人3～4人が入れる、温度が下がれば自動で沸かせるタイプの浴槽に安全のため1人
づつ入れる、贅沢な、温泉気分が味わえるものとなっています。
●移転後間もなくコロナ禍がはじまり、せっかくご挨拶が済んだ地域の町内会との関係も小休止。今年
は緩和の兆しがあるので、再開を進めたいと考えています。利用者さんについても、流行当初は家族や
友人の面会をはじめ、外出や地域交流などの中止が余儀なくされ、せめて事業所での暮らしが窮屈に感
じることのないよう、過ごして頂くようしていましたが、
さまざまな感染症防止対策を講じながら、時間を区切り、別室でパーテーションやマスクを使用し、人
数を制限しながらご家族との面会を進めています。
●職員の研修や教育については、コロナ期間中は通常研修は職員の健康管理業務最優先の為、十分には
行えず、主にコロナ対策関連の研修が中心となり、身体拘束、介護技術などの研修いについては、事業
所内で介護主任を中心とした介護福祉士による実践を踏まえた形でのOJTを実施し、OJTを通じて職員が
個々の強み弱みを把握し、介護の質の維持・向上に努めています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

36 ～ 55

56 ～ 68

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

個々に必要とされるケアに注力しています。

事 業 所 番 号

　☑　認知症対応型共同生活介護

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホームひなたぼっこ

登録定員

通い定員

神奈川県横須賀市津久井２－２－５１　和賀ビル２階

宿泊定員

定員　計

　□　小規模多機能型居宅介護

事業の開始年月日

平成14年2月1日指 定 年 月 日

ﾕﾆｯﾄ数



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

 事業所名

 ユニット名

グループホーム　ひなたぼっこ

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

平成31年2月に長沢地区からこの地に移転し、新たに
地域との関係構築に努め、町内会への加入や運営推
進会議に参加いただくなど良好な関係がスタート出
来ましたが翌年からコロナ禍に襲われ自治会、お祭
り、地域防災集会など中止やリモートとなり、来年
度以降再構築を進めていきたいと考えています。長
沢時代にご協力頂いたボランティアさんから、そろ
そろ再開したいとのご連絡を頂き、こちらの方も再
開のお願いを進めたいと考えています。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

開設当初から3つの運営理念を継続して掲げ、認知症
介護に関する地域の社会資源となる事業の運営を目
指し、自治会・民生委員・福祉推進員などをはじ
め、地域との関わりを密にしながら運営を続けてい
ます。勤続年数の長い職員も多く在籍し、理念の下
に「安全・安心」な生活が送れるよう支援を行って
います。理念そのものについては、慣れ過ぎている
面もあるので、もう1度、職員と理念の意味するとこ
ろを考えてみる必要がある。

今後の継続

平成３１年２月の移転に伴い、１８年に亘る長
沢での地域との関係構築の経験を活かし、津久
井においても町内会の一員として定着し、運営
推進会議以外の場面でも様々な交流に努めたい
と考えているものの、コロナ禍の影響により十
分な活動が行えておらず、来年度以降再構築を
進めていきたい。

これまで、地域行事にスタッフはもちろん、参
加可能なご利用者も積極的に参加し、認知症介
護についての理解を深めていただけるように努
めているものの、コロナ禍以降は地域のボラン
ティア団体からの定期的な訪問も見合わせと
なっているのが現状。

認知症介護に関する地域の社会資源として事業
運営すべく、自治会・民生委員・福祉推進員ほ
か、地域との関係を密にしつつ、ご利用者の安
心と安全な生活を提供するための理念を掲げ、
全職員がその理念の下に日々サーピス提供に努
めている。

運営推進会議は町内会長・民生委員・家族代表・市
職員・福祉推進員・法人理事長をメンバーとして開
催していましたが、コロナの間は2ヶ月に1回、報告
書を贈るとともにご意見を頂くリモート会議で進め
て来ました。返信で、事業所に対するご意見や地域
の情報をいただき、サービス向上につなげていま
す。今後は参加者を増やして、より活発的な意見交
換の場としていきたいと考えています。

今後の継続

横須賀市やグループホーム連絡協議会が行っていた
研修も集合での開催が難しく、開催が中断していま
す。横須賀市の担当とは常に、密に連絡を取ってい
ます。今後、市が主催する研修に参加することで、
関係性を深めていきたいと考えています。市及び保
健所からはワクチン接種のスケジュール、衛生材
料・手袋・消毒液など届けてくれています。転倒に
関しては事故報告事項ですが、感度良く、早く対応
出来るよう教育しています。ヒヤリハットも注意し
て進めています。

今後の継続

コロナ禍となって以降、これまでのように地域
の様々な役割を持った方が一堂に介しての会合
を持つことができず、構成員の皆さまにおかれ
てもコロナ禍での厳しい生活を強いられている
中で、ホームからの報告に留まる状況が続い
る。

横須賀市は早くから連絡協議会が設置されてお
り、交流研修等で市との連絡は密であり協力体
制が整っている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

開設当初から身体拘束は全く行っていない。身
体拘束の弊害を全ての職員が理解しており、な
おかつ報道等で取り扱われるような機会なども
含め、繰り返し学んでいる。

虐待に関する検討も「身体拘束廃止委員会」と一緒
に検討しています。虐待に該当することが何なのか
を全員が理解し、職場研修では基本的な部分を繰り
返し学び、報道等で取り上げられる機会があった時
には、都度学ぶ機会として捉え、全員で虐待につい
て考えるようにしています。

虐待に該当することが何なのかを全員が理解し
ている。毎年、職場研修では基本的な部分を繰
り返し学び、６に同じく報道等で取り上げられ
る機会があった時には、都度学ぶ機会として捉
え、全員で虐待について考えるようにしてい
る。

制度の理解と活用法については外部の研修への
参加や職場内で研修を行っている。また、その
必要があれば活用につなぐための相談窓口等も
把握している。

入居時に十分時間をかけ説明を行い、同意をい
ただいている。行き違いがないように、不明な
点等がある場合には、遠慮なく問い合わせてい
ただけるように配慮している。

身体拘束に関しては指針を作成しており、開設当初
から今日に至るまで、身体拘束を行った事例はな
く、利用者が立ち上がっても、すぐに声かけするの
ではなく、見守りで対応することや言葉遣いによっ
ては行動の制限につながるということを職員に周知
しています。「身体拘束廃止委員会」では事例を挙
げながら学ぶことで、身体拘束によって起こりうる
弊害や影響を正しく理解しています。

今後の継続

今後の継続

運営に関する利用者、家族等からの意見や要望につ
いては、家族が面会に来られる時や運営推進会議の
中で聞いています。在籍年数の長い職員が多く、利
用者や家族との信頼関係も構築されており、日頃か
ら意見を出しやすい雰囲気になっています。ご家族
は月末の報告や面会、電話、メールなどを通じて双
方向でご利用者の考えや思いなどが行き来する関係
にあり、リハビリの希望、花を生けたい、歩行の手
段など出来る限り希望を叶える努力を続けていま
す。

今後の継続

意見や要望は、日常的に誰もが受けることので
きる関係ができている。ご家族においては月末
の報告や面会、電話、メールなどを通じて双方
向でご利用者の考えや思いなどが行き来する関
係にあり、得られた情報を運営に反映すること
に努めている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

介護保険の範囲内で行う待遇改善であるが、市場の
ベースアップ基調に比し、介護業界全体として、非
常に厳しい状況にあり、職員も全ての要望が受け入
れられるとは考えていないが、出来る範囲の中で、
食事代の無料化、駐車料に対する配慮など、法人と
して可能な範囲で対応することに努めています。

今後の継続

職員教育には力を入れてきたが、家庭の事情等で職
員の入れ替わりがあり、再教育をせざるを得ない状
況にあります。個別のスキルの把握に努め、個々に
必要とされる知識や技術をOJTを通じて身につけても
らえるよう働きかけています。また朝夕の引継ぎ時
を利用した職員同士の学び、気付きを通じて、職場
内での学ぶ機会を設けるようにしています。

今後の継続

運営に関する職員の意見は、毎月の定例会議で意見
交換を行っています。定期の面談もあり、気になる
職員がいる時は、個別に管理者から声を掛けて話を
聞くようにしています。職員の在籍年数も長く、職
員間の関係も良好で日頃から活発に意見交換も行わ
れ、風通しの良い環境になっています。相談内容は
改善提案的な物が多く、話し合って良い方法は実行
しています。

今後の継続

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

定例ミーティング時に様々な意見交換を行って
いる。日常的に職員間の意見交換が活発であ
り、風通しの良い職員関係が構築されている。

介護業界全体として、非常に厳しい状況にある
中で、全ての要望を受け入れることができない
現状ではあるが、法人として可能な範囲で対応
することには努めている。

職員の入れ替わりに伴い個別のスキルの把握に
努め、個々に必要とされる知識や技術をOJTを通
じて身につけてもらえるよう働きかけている。
また、職員同士の互いに得た情報や学びを共有
し、業務の中で得られた課題や気付きを通じ
て、職場内での学ぶ機会を設けている。

コロナ禍以前は市の連絡協議会などに積極的に
参加し、ネットワークの構築を図りつつ、情報
交換を中心に勉強会などで意見交換を行ってい
る。

初期の段階での困りごと、不安なこと、要望に
ついて解決する方向性を共に考え、援助するこ
とで信頼関係を作ることはもちろん、時間の経
過で変化する様々なそれらのことについても、
築きあげた関係の中で日常的に本人の安心につ
なげる関わりを実践している。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

長沢地区から移転しましたが、近隣の北下浦地区ボ
ランティアセンターの管轄内であることから、長沢
地区のボランティアの方が4月から来てくれると云っ
ており、利用者とのお話し、伴奏付きで唱歌うたっ
てくれるので楽しみにしています。また、利用者の
なじみの場所へ、ドライブがてらに住んでいた家に
寄る等の個別対応も行っています。横須賀市の補助
で５００円で理美容が来てくれることになり、これ
も楽しみにしています。

今後の継続

グループホームをご利用にするに至ったご家族
それぞれの理由があることから、可能な範囲で
ご協力いただいている。月に1回の生活記録を通
じてご利用者の様子を伝えつつ、必要に応じて
連絡を取り合える関係ができあがっており、ご
家族との協力関係は良好である。

長沢にあった当時からご利用者が楽しみにして
いるボランティア訪問は、ご厚意により継続し
て津久井まで来ていただくことができ、馴染み
の関係が途切れることなく続けてもらうことが
できているが、コロナ禍にあり現在は休止中。

入居に際しては環境の大きな変化を伴うことか
ら、入居時・入居後1週間後・入居後1か月を目
安に、双方で連絡を取り合って話をする機会を
持つように心がけている。その結果、ご家族と
の関係を深めることの足掛かりとなる。

ご利用前までの生活とは環境が異なることか
ら、必要とする支援が明らかに変化することも
多く、実際の生活の中から「その時」に必要な
支援を見極めるように努めている。

スタッフが一方的に介護を提供する立場になら
ないよう、日頃からゆったりと関わることので
きる環境を確保し、生活の営みでご利用者にで
きることは見守りながら感謝の気持ちを伝えて
いる。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

食事や余暇の時間など、ご利用者同士での談笑
が多く見られる中、耳が不自由で上手くいかな
い場面などがあれば、スタッフがさり気なく間
に入ったり、孤立しがちなご利用者に対しては
スタッフが傍で過ごすことで、他利用者さんと
のコミュニケーション機会を作るなどの対応を
心がけている。

一人ひとりの思いや利用者なりの価値観を尊重した
対応を心がけています。言葉や意思表示が難しく
なってきた方には、 日々の関わりの中で表情からも
察知するようにしています。入居時の利用者や家族
の情報も参考にし、「こうありたい」「こういう生
活を送りたい・送ってもらいたい」といった意向に
沿えるよう支援を心がけています。歩いてもらった
り、三浦海岸へ河津桜をみに行ったりしています。

今後の継続

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

退居された後も、当ホームの様子をうかがいに
電話をくださったり、訪ねてきてくださったり
の関係が続いているご家族もおられ、開設当初
から良い関係が続いている。

一人ひとりの思いやその方なりの価値観を尊重
している。ご本人・ご家族が「こうありたい」
「こういう生活を送りたい・送ってもらいた
い」といった意向に沿えるよう、言葉だけでな
く表情からも察知するように努め、支援してい
る。

ご家族の来訪時、来客時、入居前の面接時、入
居前の担当ケアマネ等あらゆる情報源から情報
収集し、より深く一人ひとりを把握できるよう
に努めている。とはいえ、言いにくいことなど
もあると推察されることから、大切なことは入
居後の関わりの中から得られるものも多くあ
る。
グループホームでの生活がご自宅で過ごされて
いた一日の流れに沿うよう、ご本人の心身の状
況に合わせた必要な援助を見極めるよう心掛け
ている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

毎月の会議時に担当者会議を実施しています。より
深く現状を把握するためにケアミーティ ングと称す
る会議を実施し、些細な変化も見逃さず、現状に即
した支援になっているか話し合い、課題や対応につ
いて検討し、介護計画に反映させています。介護計
画は、モニタリングの実施と合わせて6ヵ月毎に更新
を行っています。特別な変化があれば、随時対応し
ています。

今後の継続

スタッフだけでなく、家族とも共有できる一人
ひとりのケアの内容や生活の様子、ご本人の状
態などの記載を心掛け、変化していく中で、生
活上での課題となるものが何であるのかを把握
できるよう心掛け、介護計画の見直しに反映さ
せている。

生活全般に亘って、状況により生じるいろいろ
なニーズに対し、あらゆる面で工夫したり柔軟
に対応するよう心掛けている。具体的には、ご
家族の宿泊や外出時の送迎など、ご利用者ご本
人の希望や要望の実現に必要な援助を提供して
いる。

毎月、職員会議と担当者会議を実施し、モニタ
リングを行うことと併せ、細かな変化やそれに
対する対応について話し合いを行い、介護計画
に反映させている。

入居時に事業所の協力医について説明した後に、利
用者と家族の意向を尊重して主治医を決めていただ
ています。提携先の主治医による訪問診療が月1～2
回あり。、歯科は必要に応じて往診があります。ま
た、看護師は週1回、利用者の体調管理と日常的な医
療に関する相談を行っています。専門医による定期
的な診察が必要な方についてはかかりつけ医からの
紹介により他の医療機関にかかることもあります。

今後の継続

民生委員・町内会・ボランティア・地域包括・
消防・警察・近隣住民等様々な方の協力を得
て、安心で安全な暮らしを確保できるよう努め
ている。

医療機関については、入居時の説明により決め
ていただいている。適切な医療が受けられるこ
とが前提にあることから、専門医による定期的
な診察が必要な方についてはかかりつけ医から
の紹介により他の医療機関にかかることも。歯
科については必要に応じて往診の準備がある。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

介護スタッフの日頃の健康管理上の気づきを申
し送りノートに書き留めたり、緊急度の高い事
案については速やかに看護師に連絡を取り、対
応することができている。

小さなことでも医療機関と相談しあえる関係が
整っており、早期退院等のご家族の希望にも親
身になって相談に応じてもらえる関係が整って
いる。

事業所単独で防災訓練を実施しています。海岸が近
いことから、ハザードマップの作成、避難場所を確
認できるようにしています。現在の建物は鉄骨造4階
建、屋上利用も可能なため、近隣への対応をどうす
べきか、今後の検討課題としています。備蓄は、利
用者の薬(1週間分)、お米(常時10kgは保存)、缶詰類
の食糧品、衛生品などを準備しています。

今後の継続

重度化した場合や終末期のあり方について、入居時
から利用者及び家族と話し合いを重ねていますが、
状況の変化に伴い、具体的なケア内容を検討し、利
用者や家族の意向を尊重して、最善の方法を決めて
います。看取りの必要がある場合は、医師（久里浜
在宅クリニック）の確認を取り、家族と看取りに関
する契約書類を作成します。なお、ターミナルケア
の研修は、看護師又は医師に講師を依頼して学び、
実際にターミナルケアを終えた際は、対応した職員
を含め、皆から意見を出してもらい、振り返りを
行っています。

今後の継続

入居時から話し合いを重ねながら、状況の変化
に伴い方向性や具体的なケア内容を検討し、納
得のいく方法を選択している。看取り介護の要
望に対しては、ご本人・ご家族のケア、職員の
ケアなど丁寧に実施している。また、そのため
の研修も継続している。

昨今の暴風や水害に関しては自施設での待機が
可能となったが、大規模な火災や地震に関して
は避難が必要であり、その方法については職員
間で理解している。

応急手当や初期対応については、スタッフの多
くが身につけており、定期的に緊急時の対応に
ついてのおさらいと見直しなども行っている。
看護師からも適切なアドバイスがある。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入職時には職業倫理に基づき職員に人格・人権の尊
重について説明しています。入職後にも研修を通し
て、介護職員としての行動規範、倫理などについて
理解を深めています。排泄や入浴介助を行う際、居
室に入室する際にはノックし、誇りやプライバシー
が損なわれることがないように心掛けています。

今後の継続

一人ひとりの思いや考えに耳を傾け、表情も含
め希望を受け止めたり、察知するような対応を
している。業務優先ではなく、パーソンセン
タードケアの考え方に基づいて暮らしを支援し
ている。

人格・人権の尊重について、職業倫理に照らし
合わせ、我々の職種に求められる行動規範を振
り返り確認することを行い、日頃から誇りやプ
ライバシーが損なわれることがないように心掛
けている。

スタッフのそれぞれがご利用者各々からの希望
や要望を受け止めることができるように努め、
ご本人が決定したことについては全スタッフが
サポートできる体制をとっている。

個性・こだわり・好み等を大切に希望に沿って
支援している。季節や場面ごとのおしゃれも楽
しんでいただけるようお手伝いをしている。

食事が楽しみなものになるように、事業所開設当初
から、自前で献立を考え、食材を小売店等から調達
し、調理しています。リビングはキッチンとつな
がっており、調理の音や香りなどでも食事が楽しむ
ことが出来ます。誕生日や行事の時には、メニュー
のリクエストを取ることもあります。後片付けは、
利用者が積極的にお盆拭きやテーブル拭きを行う
等、自然と役割が生まれています。

今後の継続

居間は、調理の音や香りが漂う位置にあり、食
事の時間近くになるとメニューをお伝えした
り、お祝いの時にはメニューのリクエストを
取ったりしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

1人ひとりの排泄パターンを把握し、出来る限りトイ
レ、あるいはポータブルトイレで排泄が出来るよう
に誘導しています。尿意の無い方も、様子を見なが
ら声かけして、トイレにお連れしています。おむつ
を使用している方もいますが、1日1回は 便座に座っ
ていただくように支援しています。便秘対策では、
オリゴ糖やヨーグルト等を摂取して頂き、自然排泄
を促すようにしています。夜間はおむつの方は起こ
さず休んで頂き、そうでない方は確認しています。

今後の継続

ADLと精神状態を考慮し、朝晩２回行っている。
ご利用者によっては歯科往診からのアドバイス
や指示の下で日々の援助を実践している。

排泄能力とパターンを把握してた上で、できる
限りトイレ、あるいはポータブルトイレでの自
然排泄ができるよう支援している。おむつを使
用されるご利用者についても、１日に複数回便
座に座っていただくことができるよう対応して
いる。

食事は野菜を中心としつつバランスの良く提供
することに努めている。時間や回数にこだわら
ず、ご本人の体調・力量、ペースや習慣に合わ
せることにも配慮している。水分については不
足になりがちなご利用者に関しては、モニタリ
ングするようにしている。

入浴の曜日や時間は利用者の意思を尊重して入浴支
援を行っています。週2回の入浴を基本とし、それ以
上を要望される場合は、随時対応しています。津久
井に移転後は、浴槽が大きくなったため、入浴介助
しやすくなった反面、安全面に留意しながら対応し
ています。お風呂は循環式、冷めたら自動で加温す
るので、何時でも入れるが入浴剤等は循環が詰まる
ので使えないそうです。広いお風呂に1人でゆったり
入るのは快適です。

今後の継続

便秘に伴い緩下剤を服用しているご利用者に対
しては、基本的に水分摂取量が少ないことに着
眼し、水分提供量の確保はもちろん、オリゴ糖
の活用も取り入れている。排便周期が長期化す
ることのリスクを考慮し、坐剤を利用すること
もある。

入浴の曜日や時間は基本的には自由であり、ご
本人の判断で入浴時間を決められる方がおられ
る一方で、多くの方はスタッフからの促しが必
要で、ご本人の気分や体調に合わせて入浴を支
援している。ここ数年は夏場が異常に暑いこと
から、体調管理の観点でシャワー浴も選択肢と
している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

個々の生活リズムに合わせており、日中の休息
はもちろん、夜間の睡眠に関しても、巡回が睡
眠の妨げにならないように配慮している。オム
ツ類を使用されている方については排泄パター
ンの把握によってその方に合ったものを使用す
ることでむやみな点検や交換とならないように
配慮している。
処方されている薬の服用目的、用法、作用・副
作用を理解している。体調の変化や日々の変化
を観察し、往診時あるいは臨時往診時等に適
宜、経過報告を行っている。

現在は散歩や外出などの個別の要望に応じられるよ
う、業務を調整するなどの工夫をしています。季節
を感じられるように、四季それぞれでの外出なども
取り入れ、体力・体調と気候等を見極めて、場合に
よっては自動車でのドライブ外出を行っています。
また、長沢の時に実施していた季節行事なども同様
に予定し、外の季節感を感じてもらえるように心が
けた支援を行って行きたいと考えています。外出が
難しい方は、ベランダを活用して外気浴を行い、海
や周囲の木々を見ながら季節を感じてもらうように
支援しています。

今後の継続

一人ひとりの個性と強みに合わせ支援してい
る。家事への参加、外出に伴う買い物、ボラン
ティア訪問、歌番組テレビ鑑賞、自室での読書
など、趣味嗜好でその方らしさを発見すること
も多く、支援を通じてその広がりにも目を向け
ている。

ご本人の能力とご家族の希望を踏まえ、多くの
ご利用者は当方での対応となっている。

散歩や外出などの個別の要望に応じられるよ
う、業務を調整するなどの工夫に努めている。
季節を感じられるように、四季それぞれでの外
出なども取り入れ、体力・体調と気候等を見極
めて、場合によっては自動車でのドライブ外出
を行っている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

外部と連絡を取りたい状況でのダイヤルのプッ
シュ介助を介して通話していただいたり、か
かってきた電話を取り次いだりし、希望に応じ
対応している。

居室は、3～4階のフロアにありますが、トイレも各
フロアーに完備されているので、2階に下りなくても
済ませられるようになっています。電灯、ベット、
エアコン、クローゼットは完備されており、入居時
には、家庭の延長として、生活して頂けるよう、使
い慣れた物や思い出の品を持ち込んで頂くように伝
えています。クローゼットは広く、必需品等は収納
できるようになっているため、居室内はゆったりと
使用できるスペースが確保されています。居室への
必要以上の入室は控え、整理整頓は職員がさり気な
く行ったり、利用者と共に行うなど、プライベート
な空間であることを大切にしています。

今後の継続

津久井の建物は鉄骨造4階建で、皆が過ごすリビング
2階に位置し、前面には海原を望むことができます。
朝夕に、海の色が変わる様子は、身も心も穏やかに
してくれる景色で日常生活の癒しになっています。
リビングは、自然と皆が集まれるようなアットホー
ムの雰囲気を意識し、寛ぎやすいようにソファーも
配置されています。リビングには季節の装飾を行う
ようにして、季節感を感じられるようにしていま
す。

今後の継続

共用部には１フロアーに集約されている。陽当
たりの良い十分な広さのある居間・食堂からは
大きな窓越しに東京湾を眺めることができ、の
んびりと過ごすことのできる雰囲気がある。ま
た、トイレは自動での換気扇が作動し、不快な
臭いが充満しない。広々とした浴室はゆっくり
と利用できるよう複数スタッフで安全確保して
いる。

生活空間や物品は一般家庭となんら変わりない
もの、使い慣れた愛用のものを持ち込んでいた
だいている。必要以上の入室は控え、整理整頓
等が必要な場合にはさりげなく対応したり、ご
本人立会いの下で一緒に行うようにしている。

ご利用者個々の持つ力に応じ、生活動線に必要
な援助を行っている。危険回避のための手立て
を施した上で、ご自身の「できること」「わか
ること」を活かしていただき、できる範囲での
自立での生活を実現している。

共用空間は誰もが自由に使え、独りになった
り、交流したりと思い思いに過ごすことができ
る。ご利用者の表情や言動を常に意識し、どう
ありたい状況なのかの見極めにを通じて、心地
よく過ごせるようにスタッフが配慮している。



事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 13

　コロナ禍での環境変化に伴
う影響による中堅スタッフの
異動により経験値の空洞化が
生じ、新たに採用したスタッ
フの育成が早急に必要な状況
となっている。

　認知症介護に精通している
経験豊富なスタッフの採用と
併せ、現在在籍している経験
の少ないスタッフを育成す
る。

６か月～
１カ年

2

2
・
3
・
4

　コロナ禍により、それまで
に築いていた地域との関係を
継続することが難しくなり、
ボランティアの受け入れや運
営推進会議など対面から得ら
れる大切なものを

　コロナが終息の方向にある
状況で地域やご家族のつなが
りを再構築し、コロナ禍以前
の状態に近づける。

１年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

①中堅を担うことのできる人材
を、人脈を通じて勧誘すること
と併行し、求人での募集をか
け、採用する。
②日常的にはOJTを中心に、ま
たスタッフのスキルに合わせた
外部での研修派遣を通じ、技
術・知識をボトムアップさせ
る。
　令和5年度からボランティア
センターが本格的に稼働する知
らせを受けており、またご家族
の面会の大幅に緩和していく中
で、コロナ禍以前の関係性を
徐々に深めながら、ひなたぼっ
こ特有の誰もが訪れやすいオー
プンな雰囲気をあらためて醸成
する。

目　　標

令和5年3月23日

グループホームひなたぼっこ


